
　新年明けましておめでとうございます。皆様には、
日頃より道政の推進にご理解とご支援を賜り、心から
感謝申し上げます。
　昨年を振り返りますと、戦後80年を迎える中、北方
領土の早期返還に向け、ご高齢となられた元島民の
方々の切実な思いに寄り添い、全ての府省と都府県の
ご協力を得て全国で署名運動を展開しました。今後も
粘り強く取組を続けてまいります。
　また、長引く物価高により、道民の皆様の生活や事
業者の方々の経営が非常に厳しい状況にある中、累次
の経済対策を実施してきており、引き続き必要な対応
を進めてまいります。
　さらには、様々な環境変化で生じる課題やリスクへ
の対応が求められた年でした。カムチャツカ半島付近
の地震を踏まえた津波避難対策や、青森県東方沖の地
震とその後初めて発表された北海道・三陸沖後発地震
注意情報への対応、道警察や自衛隊との連携などによ
るヒグマ対策の強化、養鶏場での高病原性鳥インフル
エンザの防疫措置に取り組んだほか、諸外国の政策変
更によるグローバルリスクにも対応してまいりました。
　そして、新たに制定した北海道こども基本条例に基
づき、社会全体で子育てを支える地域づくりを進め、
持続可能な医療提供体制の構築にも取り組んできたと
ころです。
　泊発電所 ３ 号機については、道民の皆様からいただ
いた声、関係自治体のご判断やご意見、そして道議会
でのご議論を踏まえ、熟慮を重ね、再稼働に同意する
こととしました。原発の安全の追求には終わりはない
との認識のもと、安全対策などを国や北電に申し入れ、
道として防災対策に一層取り組んでまいります。
　一方、新千歳空港の旅客数が開港以来最多となるな
ど観光需要が回復してきている中、北海道のシンボル
でもある道庁赤れんが庁舎が大改修を終え、リニュー
アルオープンから １ か月で10万人以上の方々にお越し
いただきました。引き続き北海道の歴史・文化や観光
情報の発信拠点として愛される施設となるよう取り組
んでまいります。
　大阪･関西万博では、200名超の踊り手によるアイヌ
舞踊が世界の方々に披露されました。また、大盛況と
なった全国菓子博（旭川）や、初開催の北海道豊かな
海づくり大会（小樽）、秋の大収穫祭（札幌）を通して
生産者と消費者がつながり、本道の食の豊かさを感じ
ていただけたと思います。

　ＧＸやＡＩ－ＤＸ産業の集積への動きも急速に進み、
ラピダス社の次世代半導体については、４ 月にパイロッ
トラインが稼働し、 ３ か月後にはメイドイン北海道の
基幹部品の試作に成功しました。アジア最大級のＡＩ
データセンターが着工し、本道に陸揚げ拠点を新設す
る国際海底通信ケーブル事業が国の助成事業に採択さ
れ、松前沖と檜山沖が道内初の洋上風力発電の促進区
域となるなど、これまでの挑戦が着実に具現化してい
ます。
　昨年、国は、経済、食料、エネルギーの安全保障に
対し戦略的に投資する方針を掲げましたが、こうした
分野で我が国をリードできるのが、まさに北海道です。
新しい年は、この追い風を捉え、北海道の未来への戦
略を描き、本道の存在感を一層高めていきたいと考え
ています。
　地球規模の気候変動により頻発する自然災害など
様々なリスクから道民の皆様の命と暮らしを守ること
を最優先としつつ、ゼロカーボン北海道の先を見据え、
地域との共生を前提とした良質な投資を呼び込み、環
境と経済の好循環の実現を目指すとともに、グローバ
ルな視点に立ち、市町村の特色ある取組を支援し、本
道が未来に向けて成長することで、日本の発展にも貢
献していきます。
　地域の課題解決や新たな産業創出に向けては、半導
体やデータセンターといった産業の振興・集積をトリ
ガーに、北海道を実証フィールドとしてＡＩの活用を
積極的に推進し、効果を全道に波及させてまいります。
　農林水産業については、生産力向上と持続的発展を
両立させ、食料供給地域としての役割を果たすととも
に、北海道の「食」の魅力を国内外に発信します。また、
４ 月から導入する宿泊税を有効に活用し、観光の高付
加価値化や受入体制の充実強化等に取り組みます。
　間もなく、ミラノ・コルティナ冬季オリンピック･パ
ラリンピックが開幕します。本道ゆかりの選手の活躍
を心より願っています。
　北海道という挑戦の大地で生まれ、成長に向けて灯
してきた希望の種火を、皆様と大切に大きく育て、北
海道を新たなステージに押し上げていくために全力で
取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願い
申し上げます。
　本年が、皆様にとりまして大きな飛躍の年になりま
すよう心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたし
ます。
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